
　水害復興に精力的に取り組んだ勝田銀次郎は、同時に「神戸１００年
の大計」の検討を行い、次期の市長野田文一郎により、その計画はさっ
そく部分的に実行され始めましたが、太平洋戦争に伴って中止となりま
した。その時の建設資金は当時盛んであった軍部への献金でなく、将来
の市民のためということで、建設予定の土地の購入に充てられました。
それは戦後有効に活用され、また当時の神戸市の将来構想に基本的な命
脈を保ち、時代の流れに対応して戦災復興計画に活かされたのです。
　当時衆議院議員であった中井一夫は、勝田市長と不眠不休で政府と交
渉し、原口忠次郎は政府の神戸土木出張所長として水害復興活動を推進
し、勝田市長時代に神戸市職員となった
宮崎辰雄は、野田市長の時には市長秘書
として市政の中枢的業務に就いていまし
た。このように勝田市長の水害復興に係
わった人脈が、いずれも市長として神戸
戦後復興の大きな推進力となったのです。
　雪御所公園の慰霊塔は、この様な物語
につながっているのです。 
　　　　　　文責：吉田 昭彦  平野郷土史研究家
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阪神大水害慰霊塔（雪御所公園）
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